
平成２１年１１月１６日（月） にいかわみどりたより 第２号( 1 )

・公特「黒部２次地区」スタート

・四半世紀ぶりの再会（十二貫野ﾄﾝﾈﾙ）

・目標達成に向けて「小水力発電」

・土地改良区紹介「朝日町土地改良区」

・放棄地が学童農園に

・研修会などの開催案内

農業農村整備事業広報・広聴推進連絡会

〒937-0863 魚津市新宿10-7
電話(0765)22-9138【指導課】

第２号
平成２１年１１月１６日

十
月
末
、
所
内
研
修
の
一

環
と
し
て
、
私
が
技
師
時
代

に
関
わ
っ
た
「
十
二
貫
野
用

水
第
一
号
ト
ン
ネ
ル
」
と
約

二
十
五
年
ぶ
り
に
現
場
再
会

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

宇
奈
月
温
泉
山
側
の
十
二

貫
野
用
水
の
水
源
尾
沼
谷
と

宇
奈
月
谷
間
を
延
長
一
．
八

㎞
の
直
線
で
結
ぶ
水
路
ト
ン

新川農林振興センター

な
ど

の
開
催
案
内

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
急
激

に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
伴

い
、
異
常
気
象
や
平
均
気
温

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
災
害

に
よ
る
人
的
被
害
や
農
業
生

産
へ
の
影
響
も
深
刻
化
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
、

県
で
は
農
村
地
域
に
お
け
る

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
と

し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に

よ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
や
土
地
改
良
施
設

へ
の
電
力
供
給
を
行
い
、
土

地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
費

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
農
業

水
利
施
設
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
施
設
の
導
入
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

で
は
、
11
月
６
日
に
管
内
の

関
係
市
町
並
び
に
土
地
改
良

区
職
員
を
集
め
て
、
「
小
水

力
発
電
の
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

小
水
力
発
電
の
必
要
性
や
施

工
に
か
か
る
補
助
制
度
、
事

業
に
関
す
る
手
続
き
の
流
れ

な
ど
を
説
明
し
、
管
内
の
農

業
水
利
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

農
業
用
水
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
所
は
現
在
４
箇
所

（
愛
本
新
・
安
川
・
示
野
・

臼
中
）
で
稼
動
し
て
い
ま
す

が
、
県
で
は
Ｈ
27
年
度
ま
で

に
４
～
５
箇
所
以
上
の
整
備

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
指
導
課
計
画
班
】

朝
日
町
土
地
改
良
区
は
、

『
美
し
い
農
村
環
境
の
保
全

と
調
和
の
と
れ
た
土
地
改
良

区
』
を
目
指
し
、
平
成
二
十

年
三
月
に
四
つ
の
土
地
改
良

区
（
旧
・
境
、
朝
日
町
、
大

家
庄
、
山
崎
）
の
合
併
に
よ

り
誕
生
し
ま
し
た
。
地
形
的

に
は
平
坦
部
に
比
べ
山
岳
部

が
圧
倒
的
に
多
く
、
河
川
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
か
な
自

然
・
文
化
・
環
境
を
背
景

に
、
受
益
面
積
一
四
五
四

㌶
、
組
合
員
数
二
一
三
八
名

の
土
地
改
良
区
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

営
農
状
況
は
、
水
稲
作
を

主
と
し
て
お
り
、
転
作
田
に

は
、
大
豆
・
野
菜
・
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
等
が
作
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
。

代
表
的
な
農
業
施
設
は
、

昭
和
四
十
五
年
に
完
成
し
た

小
川
頭
首
工
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
頭
首
工
の
左
岸
取
水
口

か
ら
最
大
約
３
．
４
㌧
を
取

水
し
、
幹
線
導
水
路
を
経
て

左
岸
幹
線
用
水
路
と
右
岸
連

絡
用
水
路
に
分
水
し
て
い
ま

す
。
右
岸
連
絡
用
水
路
の
水

は
、
小
川
を
サ
イ
フ
ォ
ン
で

横
断
し
小
川
の
右
岸
全
域
を

下
山
用
水
（
黒
東
合
口
用
水

系
）
等
の
補
給
水
と
共
に
灌

漑
、
左
岸
幹
線
用
水
路
は
、

山
崎
地
区
の
大
半
を
受
益
地

と
し
て
灌
漑
し
て
い
ま
す
。

近
年
農
業
人
口
の
減
少
と

土
地
改
良
区
紹
介

十
一
月
二
日
（
月
）
、
黒

部
市
新
牧
野
で
県
営
公
害
防

除
特
別
土
地
改
良
事
業
「
黒

部
２
次
地
区
」
の
地
鎮
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。
地
元
か
ら

黒
部
市
長
、
地
区
関
係
者
を

は
じ
め
農
地
組
合
役
員
等
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
永
森
所

長
、
担
当
職
員
が
出
席
し
、

総
勢
六
十
名
が
工
事
の
安
全

と
事
業
の
成
功
を
祈
願
し

た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
で
も
職
員
の
家
族

が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
、
職

員
本
人
は
健
康
で
あ
っ
て

も
、
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
は
何
と
言
っ
て
も
う

が
い
・
手
洗
い
で
す
が
、
新

型
で
は
特
に
手
の
消
毒
が
重

要
と
か
。
当
セ
ン
タ
ー
に
も

ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
等
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
も
健
康
に
気
を
つ

け
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

〔
オ
オ
ノ
記
〕

十
一
月
十
二
日
（
木
）
、

魚
津
市
北
山
地
内
の
学
童
農

園
で
魚
津
市
坪
野
小
学
校
の

児
童
十
二
人
が
ダ
イ
コ
ン
や

カ
ブ
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し

た
。こ

の
農
園
は
、
耕
作
放
棄

さ
れ
た
土
地
を
今
年
七
月
下

旬
に
地
元
関
係
者
と
県
職
員

総
勢
四
十
人
が
草
刈
り
（
再

生
作
業
）
を
行
い
、
八
月
下

本
事
業
は
、
企
業
の
生
産

活
動
に
伴
う
排
煙
中
の
カ
ド

ミ
ウ
ム
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

農
地
の
土
壌
汚
染
を
除
去

し
、
汚
染
米
の
生
産
防
止
と

併
せ
て
農
業
経
営
の
安
定
と

生
産
維
持
を
目
的
と
し
て
い

る
。
黒
部
市
内
に
お
け
る
カ

ド
ミ
ウ
ム
汚
染
田
の
復
元
に

つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
か

ら
同
事
業
「
黒
部
地
区
」
、

平
成
九
年
度
か
ら
「
黒
部
二

期
地
区
」
の
取
り
組
み
に
よ

り
平
成
十
八
年
度
を
も
っ
て

市
内
農
業
振
興
地
域
に
お
け

る
復
元
が
完
了
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
計

画
用
途
地
域
内
に
約
五
十
㌶

の
汚
染
農
用
地
が
残
存
し
、

今
後
も
カ
ド
ミ
ウ
ム
含
有
米

の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
二
十
年
度
よ
り

「
黒
部
２
次
地
区
」
と
し
て

用
途
地
域
内
の
汚
染
農
地
復

元
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

地
区
の
復
元
対
象
面
積
は
三

十
一
・
七
㌶
、
総
事
業
費
約

二
十
一
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
工
期
は
平
成
二
十
六
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

地
鎮
祭
で
は
、
「
刈
初
め

の
儀
」
等
が
厳
粛
に
行
わ
れ

た
後
、

堀
内
黒
部
市
長
が

四
半
世
紀
ぶ
り
の
再
会
！

（
十
二
貫
野
用
水
第
一
号
ト
ン
ネ
ル
）

ネ
ル
工
事
で
、
昭
和
五
十
七

年
九
月
に
着
工
し
六
十
年
十

一
月
に
完
成
し
た
。
掘
削
約

一
㎞
地
点
で
想
定
外
の
断
層

破
砕
帯
に
遭
遇
し
、
切
羽
崩

落
や
大
量
湧
水
（
最
大
毎
分

十
㌧
）
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

最
終
的
に
は
一
部
迂
回
ル
ー

ト
と
し
、
湧
水
を
分
離
処
理

す
る
た
め
独
自
の
二
重
底
型

工
法
を
採
用
し
て
完
成
し
た

現
場
で
あ
っ
た
。

二
十
五
年
ぶ
り
に
全
線
踏

査
し
た
結
果
、
底
部
の
摩
耗

と
側
壁
ア
ー
チ
部
の
ヘ
ア
ー

ク
ラ
ッ
ク
等
が
若
干
あ
っ
た

も
の
の
、
完
成
当
時
と
遜
色

の
な
い
輝
き
を
維
持
し
て
い

た
。農

業
土
木
技
術
者
と
し

て
、
若
き
頃
の
担
当
現
場
と

再
開
で
き
、
ま
た
穏
や
か
な

「
汚
染
米
ゼ
ロ
へ
全
力
で
取

り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
、
ま

た
、
事
業
者
で
あ
る
当
セ
ン

タ
ー
永
森
所
長
か
ら
は
、

「
関
係
各
位
の
協
力
を
も
っ

て
、
工
事
の
安
全
と
円
滑
な

事
業
推
進
を
図
り
た
い
」
と

の
話
が
あ
っ
た
。

本
地
区
は
、
当
事
務
所
で

は
初
め
て
と
な
る
用
途
地
域

内
で
の
工
事
と
な
る
こ
と
か

旬
に
坪
野
小
児
童
が
種
ま
き

及
び
苗
の
定
植
作
業
を
行
っ

た
場
所
で
す
。

こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は

大
き
く
育
っ
た
ダ
イ
コ
ン
に

目
を
丸
く
し
、
収
穫
の
喜
び

に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
収
穫

し
た
ダ
イ
コ
ン
や
カ
ブ
は
児

童
に
配
ら
れ
、
残
っ
た
分
は

愛本新発電所

ト
ン
ネ
ル
の
姿
が
確
認
で

き
、
大
変
感
慨
深
い
想
い
で

あ
っ
た
。

な
お
、
ト
ン
ネ
ル
湧
水

は
、
今
も
な
お
宇
奈
月
温
泉

街
の
上
水
道
用
水
と
し
て
有

効
利
用
さ
れ
て
い
る
。

【
技
術
次
長

山
本
健
次
】

共
に
地
域
環
境
に
対
す
る
意

識
・
愛
着
の
低
下
が
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
事
業
の
説

明
会
の
場
や
、
生
き
物
調

べ
、
水
路
の
江
ざ
ら
い
、
草

刈
り
等
の
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
の
支
援
等
を
通
じ
て
土

地
改
良
区
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
つ
い
て
説
明
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
土
地
改
良
区
と
は
、

『
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
土

地
改
良
区
』
と
い
う
考
え
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、
自
他

共
に
認
め
る
土
地
改
良
区
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
新
人
技
術
員森

野
隆
樹
記
】

ら
、
安
全
対
策
を
は
じ
め
騒

音
・
振
動
な
ど
へ
の
配
慮
が

特
に
求
め
ら
れ
る
。

【
農
村
整
備
課水

利
防
災
班
】

刈
初
め
の
儀
＝
黒
部
市
新
牧
野

■
詳
細
日
程

・
11
月
６
日
～
24
日

黒
部
市
コ
ラ
ー
レ

・
11
月
24
日
～
12
月
８
日

滑
川
市
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

・
12
月
10
日
～
24
日

朝
日
町
ア
ス
カ

・
１
月
12
日
～
26
日

入
善
町
う
る
お
い
館

・
２
月
16
～

３
月
２
日

魚
津
市
も
く
も
く
ホ
ー
ル

◎
第
21
回
農
村
振
興
技
術
連

盟
写
真
展
作
品
募
集

テ
ー
マ
「
魅
せ
ま
す
。
と
や

ま
の
水
土
里
」

【
募
集
期
限
】

※
12
月
10
日
（
木
）

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
。
高
価
景
品
が
当
た

り
ま
す
よ
。

研修メンバーと

小
川
頭
首
工
⇒

黒部市の住民

「トキメキ」

◎
と
や
ま
の
棚
田
写
真
展

昨
年
度
の
受
賞
作
品
の
巡

回
展
示
を
行
い
ま
す
。
管
内

各
市
町
で
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二重底型工法

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
「
三
世
代
交
流

学
習
発
表
会
」
の
際
に
、
豚

汁
や
漬
物
の
材
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
学
校
関
係
者
か
ら

は
別
の
野
菜
も
栽
培
し
た
い

と
の
意
向
が
あ
り
、
こ
の
取

組
を
来
年
も
続
け
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

【
企
画
振
興
課
】

見
事
に
育
っ
た
大
根
や
カ
ブ

を
収
穫
し
て
喜
ぶ
児
童


